
気象用語では、最高気温が２５度以上の日のことを夏日といい、３０度以上の日のことを真夏日と

いいます。そして、３５度以上の日のことは猛暑日と呼ぶようです。では、最高気温が４０度を超え

たら何というのでしょうか。いろいろ調べてみましたが、特別な名前はないようです。「極暑日」とで

も言えばいいのでしょうか。連日の暑さはまさに「極めて暑い日」ではないでしょうか。他にもっとよ

い表現はないものかと考えますが、思い浮かびません。。そろそろ４０度以上をさす気象用語が必要に

なってきたのではないかと思う日が続いています。極暑のなかの運動は避けたい時節ですが、いっぽう

この暑さのなかで汗する人の姿はときに尊く、忘れがたいものです。

風 鈴 杉山 平一

かすかな風に 風鈴が鳴つてゐる

目をつむると

神様 あなたが 汗した人のために

氷の浮かんだコップの

匙(さじ)をうごかしてをられるのが

きこえます

汗をかきながら何かに一心に向かう姿はまぶしいものです。そしてそれを遠くからだれかが見ていま

す。コップの氷をかき混ぜ、そっと渡してくれる。カラカラと氷が鳴る音は、汗する人にだけ聞こえる

音なのかもしれません。耳を澄ませば、涼やかな氷の音が響くことでしょう。
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